  Ⅱ 観光交流調査結果の概要

    １  観光交流客数

· 観光交流客数は、1億3,671万人で、前年度を79万人（0.6％）上回った。

· 富士登山者の増加やＦ１グランプリの開催により、観光レクリエーション客数、宿泊客数とも増加した。また、３年に１度の「島田大祭・帯まつり」や「飽波神社大祭」、「静岡まつり」等の季節行楽・行事による観光レクリエーション客数が増加した。
    ２  宿泊客数

· 宿泊客数は1,933万人で前年度を11万人（0.6％）上回った。

· 富士、西北遠地域で増加し、他地域では減少した。特に富士地域では、夏期を中心に大幅に増加した。

· 全宿泊客数の６割以上を占める伊豆地域においては、一部地域で夏期を中心に前年度より増加したが、下半期は減少に転じ全体としてはやや減少した。

    ３  観光レクリエーション客数

     ・ 観光レクリエーション客数は1億1,738万人で前年度を 68万（0.6％）上回った。

　　・ 「温泉」「季節行楽・行事」「イベント」の入込み客数が増加した。
    ４  主な季節の状況

     (１) ゴールデンウイーク

· 宿泊は舘山寺、奥大井、東伊豆、熱海、伊東、下田で前年を上回り、伊豆長岡、修善寺で前年並み、西伊豆で前年を下回った。

· 観光施設の入込みは、調査した１３施設では前年を1.8％、７イベントの入込みは8.2%下回った。
    （２）年末年始
· 宿泊客数は、曜日配列の関係で長期休暇が取りやすかったことから料金の高い三が日を避ける傾向があり、前年を若干下回る地域が多かった。

· 観光施設は、晴天に恵まれ、前年度を上回る施設が多かった。
    ５  地域別の主な特徴

【伊 豆】 　2年続けて前年増となり、回復の傾向がみられた宿泊客数であったが、下半期に減少に転じた。

【富 士】　 富士登山人気の高まりやＦ１グランプリ等の開催により入込み客数が増加し、周辺市町の宿泊客数も増加した。
【駿 河】　イベントの入込み客数の増加により　観光交流客数は増加した。

【奥大井】 　観光施設等への入込み客数、　宿泊客数ともに減少した。

【西駿河】　　　3年に1度の大祭の開催により入込み客数が増加した。
【中東遠】　　　前年度の大河ドラマの反動により関連施設の入込客数が減少した。

【西北遠】  天候の影響により「浜松まつり」など大規模イベントの　入込み客数が減少した。






